










4,考察並びに要約 

非妊婦1,144名をHb値別に検討した度数分布圏によるとHb値が11.0g/dlを境にして急激

な増加を示し 11,Og/dl 以下の区分においては曲線が平担化している。即ちその減少率が一

定していることを示している。これより考えて女性(非妊婦)の要治療貧血の上限値を Hb

値 11.Og/dl とし,Hb 値 11.Og/dl～12.Og/dl 未満を貧血移行域とすることが妥当であると

考えられる。 

妊婦貧血の診断の基準は1968年WHOによりHb値11g/dl以下,Ht33%以下と発表されている

が,昭和 53 年度の我々の調査によると妊娠前半期(妊娠 2～4 ヵ月)及び妊娠後半期(妊娠 6

～9ヵ月)並びに分娩時に於ける Hb 値 12.Og/dl未満の者はそれぞれ 25.9%,84.3%,42.7%で

あり,Hb 値 11g/dl 未満の者はそれぞれ4.4%,44.9%,14.6%であった。即ち妊娠後半期の妊婦

に於いては,妊婦貧血が約半数近くの多数に認められることになる｡これは妊娠後半期こと

に妊娠 6ヵ月以後水血症が顕著にあらわれることと関連があると考えられる。従って我々

は水血症を考慮に入れて非妊婦の正常 Hb 値の下限 12.Og 而/dl を基準として,妊娠前半期

11.5g/dl 以下,妊娠後半期 10.5g/dl 以下,妊娠 10 ヵ月,並びに分娩時 Hb 値 11.Og/dl 以下

を妊婦貧血と診断する基準とするのが適当であると考える。 


